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【目的】常染色体優性多発性嚢胞腎（autosomal dominant polycystic kidney 















常人由来の iPS 細胞から分化誘導した血管細胞を用いて細胞内 Ca イオン動態解析、マ
イクロアレイによる遺伝子発現プロファイル解析を行ったところ、Caイオン動態に一部
異常が認められ、さらに複数の細胞外マトリックス代謝に関わる遺伝子群の発現が変化


















本研究では常染色体優性多発性嚢胞腎（autosomal dominant polycystic kidney 
disease：ADPKD）患者における脳動脈瘤合併に関わる新規の病態関連分子の同
定を目指し、ADPKD 患者由来の iPS（induced pluripotent stem）細胞を用いて血
管分化系疾患モデルの構築を試みた。ADPKD患者 7例（脳動脈瘤合併 4例と非
合併 3例）の皮膚線維芽細胞より iPS 細胞を樹立し、既存の分化誘導法を用いて
血管内皮細胞および血管平滑筋細胞を誘導可能であることを確認した。ADPKD
患者由来 iPS 細胞から誘導した血管細胞において Ca イオン動態および複数の細
胞外マトリックス代謝に関わる遺伝子の発現が変化していることを見出し、病態
の一部を再現していることを示した。次に、脳動脈瘤合併 4 例と非合併 3 例の
ADPKD-iPS 細胞由来の血管内皮細胞間の遺伝子発現比較解析の結果、合併群に
おいてMMP1 （matrix metalloproteinase 1）遺伝子の発現が有意に上昇している









なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 12 月 12 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
